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個人種目では、世界の壁は
厚く厳しい。 

リレーならどうだろう？選手
層が薄い日本だが、リレーなら
希望が持てる。 

２００５年の入賞ラインを見
据えて熱く語る女子リーダー。 
 

 
酒井佳子 スキーO 日本代表 

 
スキーＯリレーは格闘技！ 

スキーＯ世界選手権でのリレーは、
日本女子としては３度目、私にとって
は２度目の体験である。 

リレーならではの戦略なんて考えた
ことはなかったが、コーチからは､次の
ようなことを言われた。 

「集団に食らいつき他の選手を利用
すること、後続のチームメイトが他の
選手が利用できる形でバトンタッチす
ること」 

そういう訳で、１走の私が取った戦
略は次のようなものだった｡ 

まずは利用する「相棒」探しである。
フィンランド､スウェーデン､ロシア､
ノルウェー､チェコは強すぎて問題外。
スイスの一番手には適わない。エスト
ニアにもちょっと無理。1998 年 8 位の
ドイツか、ブルガリアならどうか。頑
張ればこの 2 カ国と団子状態になって
バトンタッチできるかもしれない。 

さてスタート前。裏返しで渡された
地図はスタート１５秒前までひっくり
返していけないが、選手達は何とか透
かして見ようとする。と言っても、私
には、スタート・ゴール地点と大まか
な廻し方ぐらいしか見えない。 

 
 

そしてスタート！！もう､路地を走
る闘牛の群れのような状態で､ポール
を折ったり転ばされたりしないように
祈るのみである。 

 
－ここでちょっと脱線－ 
クロカン競技スキーでは､後ろから

バンフライ（退くように）の声をかけ
られたら、前の走者は道を譲らねばな
らない。スキーＯではこの常識は通用
しないどころか、進路妨害されること
もある。ビヨンコーチも「１度声をか
けられても道を譲るな、手足を広げて
妨害せよ」と言われていたが､まさか事
実とは・・・・。 

 

 
世界選手権ロング種目 
女子トップでスタートする酒井選手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
敵の動きを見て地図を見ろ！ 

１番ポストはオープン地帯で他の選
手の動きが見える。ここはブルガリア
と同じポスト。２番ポストはスイスも
一緒だ。 

地図を見てルートを立ててから顔を
上げては彼女らの姿を見失ってしまう。
スピードの出るエリアでは､まず彼女
らの動きを見て､それから地図を見て､
彼女達のルートを推測して追うしかな
い。 

３番ポスト付近で別ルートをとった
ブルガリアと鉢合わせ。彼女と同一コ
ースなのはもはや間違いない。これか
らは相棒と呼ぼう。 

３番ポストからパブリックコントロ
ール（＝ビジュアルコントロール）ま
では、慎重さを要するエリアに入る。
ここで相棒がミスをしたり､私が置き
去りにされればお終いなので､４，５番
ポストは完全に自分のペースで進んだ。
が、Ｅカードのコントロールユニット
がブラブラ揺れていることから､相棒
もそう離れていないと確信した。 

スキーＯ 世界選手権２００４ 

 

ＳＫＩ－ＯＷＯＣ
２００４代表 

酒井佳子×女子チームリーダー リレーの醍醐味を語る×

スキーＯ報告 

 
女子リレー酒井のルート後半 
捉えていたブルガリア選手を一気に抜き去り8 位に浮上 
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相棒利用で楽チン走法！ 
6 番ポストへは､オリエン面でもスキ

ー面でも最も難しいレッグ。ここは視
界に捉えた我が相棒、自称フットＯ世
界選手権ブルガリア代表Ilianaさんを
利用するしかない。私はひたすら彼女
の後を追って、地図で彼女のルートを
確認する楽な滑りをさせてもらった。 

 
－ここで叉脱線－ 

大会前に泊まった自炊宿がブルガリ
アと同じであった。到着予定時間にな
っても姿を見せない山田選手を台所で
待っていたところ、Iliana さんが、世
界地図を広げて､０５年世界選手権開
催地の「アイチ」の場所を教えてと言
い出した。そんなことから彼女のフッ
ト O 暦を知ったのであった。ブルガリ
アチームは物価の安い東欧で大量に食
料を買い込み、車で来ていた。日本は
物価が高いので、「アイチ」には行けな
いと思う､と彼女。安上がりで生活する
方法を伝授するので､是非来てもらい
たい。 

 
さてレース。６番ポストでリトアニ

アも合流し、ビジュアル区間にある７
番ポストは３人団子状態で通過した。
途中でリトアニアと別れ､ドイツとす
れ違い、８番ポストはブルガリアの次
にパンチ｡９番ポストにつくころには
100m ほど離されたが、10 番ポストで下
からアタックしてきた相棒を､上から
アタックした私が追い越し､そのまま 2
つポストを取って 2走へタッチした。1
走のゴール時点で 8 位。トップと 8 分
差。その後上のチームでペナが判明し､
7 位に繰り上がった。 
 

現実的になった６位入賞！ 
2 走の白鳥さん､3 走の元木さんと繋

いで、最終的には 9 位となった。二人
とも緊張と疲れの中、頑張ったと思う
が、国内レースや翌日の成績を考えれ
ば、リレーでは実力を発揮できなかっ
たようだ。リレーに向けてどう雰囲気
を盛り上げるかは､次回への課題であ
る。もちろん次回の目標は6位である。
3人のタイムを揃えれば、6位になるの
は、ごく現実的な目標である。 
最後になりましたが、今回も多くの

方々からの応援、ありがとうございま
した。 

（酒井佳子） 
 

 
 
 
 
 
 
 

スキーO世界選手権2004結果 
スウェーデン 2 月 9 日-16 日 

 

Relay Women 
1 Finland 1:26:23 
2 Russia 1:28:26 
3 Sweden 1:28:28 
9 日本 2:45:14 

酒井佳子 37:36 
白鳥桂子 1:11:41 
元木友子 55:57 

 
優勝した Finland 女子 
Valkonen Hannele /Jokinen Erja /Anttila Liisa 
 

Relay Men 
1 Russia 2:21:08 
2 Norway 2:22:49 
3 Finland 2:26:13 
11 日本 3:59:36 
  丸山哲史 49:00 
  元木 悟  52:44 
  山田敦史 1:11:16 
  三浦裕司 1:06:36,   

 
リレー男子 2 走の元木から 
3 走の山田へタッチ 
 
 

Spr int Women 
1 Tatiana Vlasova Russia 13:30 
2 Liisa Anttila Finland 13:32 
3 Stina Grenholm Sweden 13:37 
3 Stine H. KirkevikNorway 13:37 
38 酒井佳子 日本 21:22 
41 元木友子 日本 23:41 
42 白鳥桂子 日本 24:11 
 

 
スプリント女子 元木友子のスタート 

 

Spr int Men 
1 Eduard KhrennikovRussia 13:52 
2 Bengt LeanderssonSweden 14:01 
3 Peter Arnesson Sweden 14:02 
47 丸山哲史 日本 19:56 
52 元木 悟 日本 20:47 
62 三浦裕司 日本 29:31 
63 山田敦史 日本 30:01 

 
元木悟選手（スプリント競技） 
 

Middle Women 
1 Stine H. KirkevikNorway 56:57 
2 Marie Lund Sweden 57:19 
3 Stina Grenholm Sweden 57:36 
32 酒井佳子 日本 1:29:43 
38 元木友子 日本 1:48:52 
39 白鳥桂子 日本 2:03:12 
 

Middle Men 
1 Tomas L.gren Sweden 1:06:42 
2 Tommy Olsen Norway 1:06:54 
3 Arto Lilja Finland 1:07:28 
46 元木 悟 日本 1:46:50 
54 三浦裕司 日本 2:13:13 
55 山田敦史 日本 2:13:27 
丸山哲史 日本 DSQ 
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Long Women 
1 Hjermstad K. StineNorway 1:25:55 
2 Valkonen Hannele Finland 1:28:23 
3 Tomilova Natalia Russia 1:30:12 
32 酒井佳子 日本 2:09:43 
39 白鳥桂子 日本 2:56:34 
40 元木友子 日本 3:04:10 
 

 
ロングスタート直後の白鳥選手 
 

Long Men 
1 Lofgren Tomas Sweden 1:06:42 
2 Olsen Tommy Norway 1:06:54 
3 Lilja Arto Finland 1:07:28 
46 元木 悟 日本 1:46:50 
49 丸山哲史 日本 1:53:30 
54 三浦裕司 日本 2:13:13 
55 山田敦史 日本 2:13:27 

 
 

選手のコメント 山田敦史 
今回の世界選手権は、私にとってと

ても厳しいものでした。 多くの方か
らの応援を受けながら、代表として不
甲斐ない成績しか残せず、大変申し訳
ない気持ちでいっぱいです。 
 
出発前は、できる限りの準備をした

つもりではいました。しかし、いざ現
地入りしてみると、不安だけがどんど
ん大きくなっていきました。コーチか
らは、毎日のように「おまえはこっち
に来てからナーバスになっている」と
言われました。自分でもそのことは自
覚していて、眠れない日々が続きまし
た。結果が出ないことが不安を増し、
それによって体力的にも悪影響を及ぼ
し、レース中の集中力を欠き、結果が
出ないという悪循環にはまっていまし
た。結局５日間で４レースというハー
ドスケジュールの中でその状況を改善
することは私にはできませんでした。 
 
それもこれも自分の準備不足から来

るものだと今は自覚しています。スキ
ーの技術、オリエンテーリングの技術
両面で、まだまだ足りないことがあり
すぎました。特に、オリエンテーリン
グの面で、全く地図に対応できません
でした。それは別に今回のトラックが
特に細かかったからというのではなく、

単純に地図を利用しての練習が明らか
に不足していたということです。国内
ではレース数も限られているため、そ
れを補うべく、トレーニング方法を工
夫することが必要だと感じました。 
 
また、レース経験も不足していまし

た。それはスキーオリエンテーリング
に限ったことでなく、フットオリエン
テーリングでも、クロカンのレースで
もいいので、レースに対しての集中力
の高め方、体調のもって行き方に慣れ
ておかなければ、世界選手権のような
大きな大会では通用しないと感じまし
た。 
 
来年に向けてやらなければいけない

ことはたくさんありますが、今回の失
敗の経験を生かして、限られた時間の
中で工夫、集中してトレーニングを積
まなければ、今年より良い結果を得る
ことはできないと思います。まずはま
た来年、代表に選ばれることから目指
してがんばっていこうと思います。 

（山田敦史） 
 
 

選手のコメント 三浦裕司 

 
ミドル競技中の三浦選手 

 
思いがけない世界選手権の日本代表

の決定で十分な準備期間が取れないこ
ともあり、スウェーデンで行われた世
界選手権の結果は北欧勢との間に大き
な開きがありました。それでも厳しい
気象条件と複雑なコース設定の中で全
レースに完走でき、楽しい充実した時
を過ごすことができたことに満足して
います。 
 
今回のロングのレース、スタートの

１分前に渡された地図は、私の予想を

超えたものでした。 
ほとんどの競技路が曲線を描いてい

ることもあり方向が分からなくなるこ
とが多く、現在地の確認に苦労しまし
た。特に前半は経験不足や、後続の選
手に抜かれることによるあせりも加わ
り、何度か現在地が分からなくなりま
した。それでも中間点を過ぎたあたり
からは次第に落ち着いてきて慎重にコ
ースを見るようになり、道を間違うこ
ともなくなってきました。 
ロングのレースの朝の気温が-26℃

であったために、スタート時間が 2 時
間遅れとなり私のスタート時間は13時
9 分でした。北欧の冬の日照時間は短く
て 16 時頃にはかなり薄暗くなります。
アドヴェンチャーレースでの夜間ステ
ージの経験を生かして、星明りでも何
とか進もうと思っていたのですが、地
図とコンパスがしだいに見えづらくな
り進むことが困難になってきました。 
16 時半頃にコントロールが残り 3つ

の地点でほとんど地図が見えなくなり
ました。完走への不安を抱えながらも
何とか進んでいるときに、大きな道を
横断する地点で街燈の明かりを見つけ
て、残りの競技路を時間かけて覚えて、
4時間 10 分を要した長いレースを終え
ることができました。 
今回の世界戦では体力やスキーの技

術を生かすためには、地図や地形を見
て走行中に自分にとって最良のコース
を選択することが最低条件であるとい
うことを強く感じました。 
残念ながら現在の私にはそのどちら

もまったく不十分です。日本はスキー
オリエンテーリングのコースを作るの
に適した十分な自然があります。しか
し残念ながら競技者人口が少なく、大
会は年間に数レースしか開かれていま
せん。スウェーデンのような常設コー
スもありません。 
そこで夏の自転車による地図を見な

がらの練習が最も効果があると感じま
した。私は春から夏にかけてトライア
スロンの練習で月に 1000ｋｍ以上の自
転車練習を行います。この練習のとき
にさまざまなコースを考えてスキーオ
リエンテーリングのことを意識しなが
ら練習を重ねたいと思います。そして
十分な準備をして2007年度以降の世界
選手権に再挑戦したと考えています。 
 
今回の世界選手権ではまったく面識

もない人を含めて様々な人の助言・援
助うけました。また日本でスキーオリ
エンテーリングをしている人の親切で
暖かい雰囲気に驚かされました。この
場を借りまして深くお礼申し上げます。
ありがとうございました。 

（三浦裕司） 


